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1. 問題意識



「一人一台端末」の普及に合わせて
地理教育（特にGIS）をどうするか？

Chrome
Book



学習指導要領でのGISの位置づけ

地図・GIS 国際理解 持続可能な地域

地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能

GIS



地理総合におけるGIS活用の実際
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2. 実践事例



とにかく毎時間使ってみよう



25分間GIS

実習
（Web GISを
使ったワーク）

講義
（主にプリントとスライド）

家庭学習
（実習の続き）



コア・アプリケーション

ロイロノート
地理院地図 デジタル地図帳

白地図ぬりぬり MANDARA-JS



0．授業開き

知っている国
（都道府県）
を塗りして提出

“白地図ぬりぬり”
https://n.freemap.jp/

https://n.freemap.jp/


200人分の「地図」が瞬時に集まる
“ロイロノートfor School”





1．地図と図法

“どこでも方位図法”
https://maps.ontarget.cc/azmap/

“地理院地図”
（淡色地図＋距離計測）

https://maps.ontarget.cc/azmap/


2．時差



3．国家と国家連合



4．交通でつながる世界



5．大地形

“Ninomap”＋ロイロノート
https://www.ninomiyashoten.co.jp/item/978-4-8176-0421-7

https://www.ninomiyashoten.co.jp/item/978-4-8176-0421-7


6．小地形



7．気候

“Ninomap”＋ロイロノート
https://www.ninomiyashoten.co.jp/item/978-4-8176-0421-7

https://www.ninomiyashoten.co.jp/item/978-4-8176-0421-7


8．世界の農業



9．世界の工業
（工業付加価値額の高い国



10．商業の地域性
（コンビニエンスストア商圏マップ）



11.言語と宗教（公用語の使用人口）



12.移民と難民



4. 論点



地理総合におけるGIS活用の実際
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常にGISがある教室
GISがあることが当たり前の時代に

地図・GIS 国際理解 持続可能な地域



パソコン室で50分の実習
⇒教室で25分の学習



「ロイロノート」上にすべての教材

復習が容易

内容はブレない

続きは家で

書いて考えない
穴埋めで単調

後で見ればいい



「教材のモジュール化」の試み
誰でも使える 内容にブレがない

柔軟性を欠く恐れも

専門外の先生も
安心して担当できる

担当者による
内容差を最小限に



現状は「知識の伝達」と
「資料の書写」に留まっている

それはそれで
重要なプロセス



大学受験指導への対応



200人の評価をどうするか？

基本“B”・・・差をつけづらい
「出したか出さないか？」の評価になりがち



「対話的で深い学び」からは程遠い
（必修2単位・・・教科書をやりきる）

「地理探究」で内容や方法を
どう差別化していくのか？

軌道を変えて
もう一周



おわり


